
金剛山減遭難活動実績①

(公社)日本山岳・スポーツクライミング協会、金剛山安全対策推進連絡会

①【伏見林道から金剛山上の稜線に至るルート】

②【ツツジオ谷ルート】

• 日時 2022年3月17日10時～13時

• 場所 ①伏見林道から山上へのルート

②ツツジオ谷入り口

• 内容 利用者が多く、今後勝手道が

広がる恐れのある箇所の点検、

啓発看板及びロープの設置

• 参加者＜金剛山安全対策推進連絡会＞

・大阪府３名

・富田林警察１名

・(一社)大阪府山岳連盟５名

＜金剛山安全対策推進連絡会以外＞

・金剛山地元ガイド１名
Ｆ
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• Ｘ地点は踏み後の発達した勝手道

で慣れた上級者向け。分岐が多く

道迷いを誘発する恐れがあるので

付近の入り口2ヵ所に注意喚起した。

あ

い

入り口を示す目印を取り外した

あ

い
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• Ａ地点は比較的楽に山上稜線に出

る利用者の多い谷筋ルートである

が、落石が頻発するため地元自治

体より注意喚起の要請が出ていた。

あ い

あ

い
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• Ｄ地点は、中腹より踏み後も薄い

藪漕ぎルートだが、入り口に確か

な踏み後があるため、注意喚起を

した。

あ
い

あ

い
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• Ｂ、Ｃ地点は、上りでの事故は少

なく、下りで出合う幾多もの分岐

を間違って道迷いする例が多い登

り口となるため、下りでの啓発方

法を検討することとして、今回登

り口での看板設置は見送った。

あ

う あ

う

い

う

い
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あ

い

看板取り付け分岐付近

事故多発箇所（腰折滝）

あ

い
Ｆ地点での、撮影方向

Ｅ

• Ｅ地点は、がけ崩れ等頻発する危険道で、腰折滝

付近では死亡事故例もある。

• そのため、入り口 では連絡会の警告看板を、

また分岐 で、松の木尾根に誘導する目印と

JMSCA看板を設置し、注意を喚起した。

Ｅ

Ｆ

Ｆ
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あ
い

← 余分なテープ除去し、新たに 白×赤

テープを施し、安全なルートに誘導

• では地権者が不明のため、JMSCA看板を設置した。Ｆ

Ｅ

• 入り口 で、連絡会の看板を

設置した。

Ｆ

Ｅ


